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Ⅰ.問題と目的 

特別の教科道徳(道徳科)が教科化され、教科用図書(教科
書)が導入された。また、小学校学習指導要領において、道
徳科の単元の主なねらいとする内容項目は、「Ａ主として自

分自身に関すること」、「Ｂ主として人とのかかわりに関す

ること」、「Ｃ主として集団や社会とのかかわりに関するこ

と」の４つの視点から整理されている。 
 道徳科の教科書には障害に関する内容がいくつか扱われ

ているが、内容項目と扱われている障害の種類の関連につ

いては十分検討されていない。 
 本稿では、小学校、中学校の教科書を網羅的に調査し、

内容項目と障害種の関連を検討した。 
 
Ⅱ．方法 
 文部科学省の教科書目録(2019)によると、小学校、中学
校の道徳科教科書はそれぞれ８社から発行されている。小

学校は、各社の第１学年から第６学年の教科書を対象とし、

中学校は、各社の第１学年から第３学年の教科書を対象と

した。小学校、中学校ごとに扱われている障害種と、障害

が扱われている単元の主なねらいとする内容項目の関連を

整理した。障害種は、「視覚障害」、「聴覚障害」、「知的障害」、

「肢体不自由」、「病弱・身体虚弱」、「障害全般、その他」

の６つに分類した。内容によって複数項目に該当する教材

の場合は、いずれにも該当することとした。 
 
Ⅲ．結果 
１.小学校道徳科の教科書で扱われる障害と内容項目 
 小学校道徳科の教科書において障害が扱われている 97
教材のうち、「生命の尊重」の内容項目において最も多く

23教材で、22教材が「病弱・身体虚弱」で、１教材が「肢
体不自由」であった。２番目に多かった内容項目は「親切、

思いやり」で、22教材であった。「親切、思いやり」では、
「視覚障害」が８教材、「聴覚障害」が２教材、「肢体不自

由」が 7教材、「病弱・身体虚弱」が３教材、「障害全般・
その他」が３教材であった。３番目に多かった内容項目は

「希望と勇気、努力と強い意志」で、16教材であった。「希
望と勇気、努力と強い意志」では、「視覚障害」が５教材、

「聴覚障害」が３教材、「肢体不自由」が６教材、「障害全

般・その他」が３教材であった。 
２.中学校道徳科の教科書で扱われる障害と内容項目 
 中学校道徳科の教科書において障害が扱われている 71
教材のうち、「生命の尊重」の内容項目において最も多く

16教材で、「視覚障害」が１教材、「肢体不自由」が２教材、
「病弱・身体虚弱」が 12教材、「障害全般・その他」が１
教材であった。２番目に多かった内容項目は「希望と勇気、

克己と強い意志」で、11 教材であった。「希望と勇気、克
己と強い意思」では、「視覚障害」が１教材、「聴覚障害」

が１教材、「肢体不自由」が７教材、「病弱・身体虚弱」が

１教材であった。３番目に多かった内容項目は「思いやり、

感謝」で、７教材であった。「思いやり、感謝」では、「視

覚障害」が３教材、「聴覚障害」が２教材、「肢体不自由」

が１教材であった。 

 
Ⅳ. 考察 
１.「生命の尊さ」 
 本調査では、小学校、中学校共に「生命の尊さ」の中で

障害を扱うことが最も多く、そのほとんどが「病弱・身体

虚弱」であった。青木・田中・大井・奥住・小林(2021)は、
学級に病気の児童が在籍する際の本人や保護者への心理的

支援の必要性を指摘したうえで、病気の児童がいる学級で

「病弱・身体虚弱」の教材を扱うことが、本人の心理的基

盤の涵養や他の児童の病気や障害の理解につながる可能性

を報告している。 
２.「親切・思いやり」、「思いやり・感謝」 
 「親切・思いやり」、「思いやり・感謝」の項目で障害が

扱われることが多く、「視覚障害」、「肢体不自由」が多かっ

た。教材の挿絵では、白杖をもっている姿や車いすに乗っ

ている姿が多く見られ、いわゆる「外から見て気づく障害」

を軸に、障害者の日常生活での困難や障害者との関わり方

に関する教材が多く確認された。北川・早川・福永・加藤

(2014)は、道徳の時間に障害者との関わり方について考え
ることが、障害理解教育において重要な役割を担っている

ことを指摘している。 
３.「希望と勇気、努力と強い意志」、「希望と勇気、克己と
強い意志」 
「希望と勇気、努力と強い意志」、「希望と勇気、克己と

強い意志」の内容項目において障害が扱われることが多く、

中でも「視覚障害」や「肢体不自由」に関する教材が多か

った。教材を見ていくと、アニー・サリヴァンや、パラリ

ンピアンを取り上げた教材など、障害がありながらも活躍

する当事者の話を取り上げたものが顕著であった。当事者

について取り上げる際には、青木(2021)が指摘するように、
特別支援教育と関連する外部機関との連携を図ることも重

要であろう。 
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